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 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

 ２．売上高には消費税等は含まれておりません。 

 ３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。 

 ４．第57期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号 平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。  

  

 当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

  

  

  

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第57期

第１四半期連結
累計期間 

第58期
第１四半期連結

累計期間 
第57期

会計期間 

自平成22年
４月１日 

至平成22年 
６月30日 

自平成23年
４月１日 

至平成23年 
６月30日 

自平成22年
４月１日 

至平成23年 
３月31日 

売上高（千円）  11,700,828  13,460,154  49,482,197

経常利益（千円）  457,613  1,579,776  3,158,699

四半期（当期）純利益（千円）  209,847  1,030,162  1,842,695

四半期包括利益又は包括利益 

（千円） 
 △542,815  1,538,318  1,026,760

純資産額（千円）  27,119,166  29,546,128  28,423,633

総資産額（千円）  67,600,659  75,680,309  73,779,090

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円） 
 5.07  24.91  44.55

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
 －  －  －

自己資本比率（％）  40.1  38.9  38.4

２【事業の内容】
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当第１四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績及び財政状況に対して影響を与える可能性の高い主

なリスクについて、新たな発生または重要な変更はありません。  

  

 当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  

  

  文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。 

  

（１）業績の状況 

当第1四半期までのわが国経済は、3月に発生いたしました東日本大震災の影響により企業の生産活動や輸出が大

きな打撃を受け、また原子力発電所のトラブルによる電力不足問題等の懸念材料も多く、依然として先行き不透明

な状況で推移いたしました。 

医療用医薬品業界におきましては、後発医薬品の使用促進などの医療費抑制策は引き続き推進されており、また

OTC医薬品市場におきましても市場競争が激化するなど、ともに厳しい状況下で推移いたしました。 

このような状況の中、当第１四半期連結累計期間の売上高は134億60百万円（前年同四半期比15.0％増）となり

ました。一方、利益につきましては、売上高の増加と原価率の改善等により、営業利益14億8百万円（前年同四半

期比299.5％増）、経常利益15億79百万円（前年同四半期比245.2％増）、四半期純利益10億30百万円（前年同四半

期比390.9％増）と前年同四半期対比大幅な増益となりました。 

なお、当第１四半期連結累計期間の海外売上高比率は、14.8％（前年同四半期13.2％）となりました。 

セグメント別の業績は、次のとおりであります。 

 ①医療用医薬品事業 

主力製品である潰瘍性大腸炎治療剤「アサコール」は、国内におきましては平成23年1月より長期処方が可能

となったことから、大幅に売上を拡大いたしました。また海外におきましても、ティロッツ・ファーマ社

（Tillott Pharma AG、以下「Tillotts社」）の自販体制の推進等による営業力強化により引き続き売上を拡大

いたしました。 

以上の結果、当セグメントの売上高は79億81百万円（前年同四半期比13.8％増）、営業利益18億90百万円（前年

同四半期比101.4％増）となりました。 

②コンシューマーヘルスケア事業 

主力製品である「コンドロイチン群」は、テレビＣＭ及びそれに連動した店頭販売促進活動等の効果もあり、

引き続き売上を拡大いたしました。滋養強壮剤「ヘパリーゼ群」につきましても、昨年度から実施したテレビＣ

Ｍの全国展開により製品認知度が向上し、売上を大幅に拡大いたしました。また、植物性便秘薬「ウィズワン

群」をはじめ、その他主力製品群も増収となっております。 

以上の結果、当セグメントの売上高は54億24百万円（前年同四半期比17.0％増）、営業利益７億３百万円（前

年同四半期比47.0％増）となりました。 

③その他 

保険代理業・不動産賃貸収入等により、当事業の売上高は53百万円（前年同四半期比11.4％増）、営業利益32

百万円（前年同四半期比17.9％増）となりました。 

  

（２）事業及び財務上の対処すべき課題 

 当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。  

  

（３）研究開発活動 

当第1四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、11億24百万円であります。 

また、当第1四半期連結累計期間における医療用医薬品事業の研究開発活動の状況については重要な変更はあり

ません。 

  

第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

２【経営上の重要な契約等】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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（４）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し 

当社グループといたしましては、このような状況を踏まえて、医療用医薬品事業におきましては、消化器官用薬

を最重点領域と位置付け、既存品のライフサイクルを維持、延長する目的から剤形追加や効能追加のための開発を

進める一方、新薬パイプラインを充実させるべく、従来の上部消化管領域に加えて下部消化管領域において新薬投

入を加速しており、平成21年12月に潰瘍性大腸炎治療剤「アサコール錠400mg」を上市いたしました。また、大腸

内視鏡前腸管洗浄剤「ビジクリア配合錠」につきましては、不溶性成分が腸内に残る問題を改善した改良製剤の製

造販売承認を平成22年12月に取得し、平成23年１月に販売を開始いたしました。 

さらに、従来の消化管炎症性疾患のみならず機能性胃腸疾患に有用な新薬「Z-338」を国際的な戦略品と位置付

け、日米欧３極で開発を進めており、国内では平成22年９月に機能性ディスペプシアを適応症として承認申請を提

出いたしました。 

一方、コンシューマーヘルスケア事業におきましては、超高齢社会の進展に併せた製品開発とともに、新たに西

洋ハーブ製剤の開発にも取り組んでおります。また、小売流通業界の変革や通信販売などの台頭に対応した販売施

策についても、検討を進めております。 

  

（５）資本の財源及び資金の流動性についての分析 

 当社グループの運転資金需要の主なものは、原材料、仕入商品の購入などのほか、製造費用、販売費及び一般管

理費などの営業費用です。研究開発費は、販売費及び一般管理費に計上されております。一方、設備投資をはじめ

として有形・無形固定資産などへの投資資金需要が発生いたします。当社グループはこれらの資金需要に自己資金

及び社債の発行、長・短期借入金にて対応しております。 

   

（６）経営者の問題認識と今後の方針について 

  当社グループといたしましては、こうした状況を踏まえ、引き続き研究開発における新薬パイプラインの充実

に取り組むとともに、海外を含めた臨床開発の一層のスピードアップと効率化を図っていく所存であります。  

 このような動きとともに、医療用医薬品事業におきましては、消化器官用薬を最重点領域と位置付け、同分野に

営業力を集中することにより、市場構築強化を目指してまいります。また、コンシューマーヘルスケア事業におき

ましては、消費者ニーズに応える製品開発の強化を通じて、総合健康企業としての事業展開を積極的に進めてまい

ります。 

 また、医薬品事業およびその周辺分野において、売上・利益に貢献しシナジーが得られるアライアンスやＭ＆Ａ

の実現に向けて積極的な展開を図り、当社グループの企業価値向上を目指してまいります。 
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①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

該当事項はありません。   

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。  

  

  

  

 当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。  

  

  

  

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

                 普通株式  119,860,000

計  119,860,000

種類 
第１四半期会計期間末 
 現在発行数（株） 
（平成23年６月30日） 

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月12日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容

    普通株式  48,290,173  48,290,173
東京証券取引所 

市場第一部 

単元株式数 

1,000株  

計  48,290,173  48,290,173 － － 

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

（４）【ライツプランの内容】

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
 発行済株式 
 総数増減数 

（株） 

発行済株式
総数残高 
（株） 

資本金増減額
（千円） 

資本金残高
（千円） 

資本準備金 
  増減額 
（千円） 

資本準備金
残高 

（千円） 

平成23年４月１日～ 

平成23年６月30日 
 ―  48,290,173  ―  6,593,398  ―  5,397,490

（６）【大株主の状況】
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①【発行済株式】 

 （注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式377株が含まれております。 

   

  

②【自己株式等】 

  

  

該当事項はありません。  

  

  

  

  

（７）【議決権の状況】

  平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 

 (自己保有株式)     

普通株式  6,939,000 － － 

完全議決権株式（その他） 普通株式  40,918,000  40,918 － 

単元未満株式 普通株式  433,173 － 
１単元(1,000株)未満の 

株式  

発行済株式総数    48,290,173 － － 

総株主の議決権 －  40,918 － 

  平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数 
（株） 

他人名義
所有株式数 
（株） 

所有株式数 
の合計 
（株） 

発行済株式総数
に対する 

所有株式数 
の割合(％) 

(自己保有株式) 

ゼリア新薬工業株式会社 

東京都中央区日本橋小舟町

10番11号 
 6,939,000  －  6,939,000  14.37

計 －  6,939,000  －  6,939,000  14.37

２【役員の状況】
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。）に基づいて作成しております。 

  

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から

平成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。 

  

第４【経理の状況】
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,949,837 5,053,694

受取手形及び売掛金 12,309,222 12,867,792

商品及び製品 2,710,728 3,380,749

仕掛品 578,596 732,882

原材料及び貯蔵品 1,944,720 1,801,369

その他 2,701,636 3,084,588

貸倒引当金 △27,331 △23,702

流動資産合計 25,167,411 26,897,375

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 6,570,238 6,711,521

土地 11,563,927 11,567,129

その他（純額） 3,403,607 3,356,983

有形固定資産合計 21,537,772 21,635,634

無形固定資産   

のれん 12,688,869 12,772,606

その他 1,241,044 1,176,870

無形固定資産合計 13,929,914 13,949,477

投資その他の資産   

投資有価証券 8,499,480 8,660,994

その他 4,710,269 4,601,697

貸倒引当金 △65,757 △64,870

投資その他の資産合計 13,143,992 13,197,822

固定資産合計 48,611,679 48,782,934

資産合計 73,779,090 75,680,309

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,364,705 4,038,558

短期借入金 19,943,994 19,883,927

1年内償還予定の社債 1,200,000 1,200,000

未払法人税等 823,403 771,439

賞与引当金 1,078,077 609,667

返品調整引当金 137,817 133,027

売上割戻引当金 228,495 221,583

災害損失引当金 79,889 10,911

その他 3,133,534 4,283,402

流動負債合計 29,989,916 31,152,517
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年６月30日) 

固定負債   

社債 200,000 200,000

長期借入金 14,381,808 14,005,803

退職給付引当金 177,445 175,003

資産除去債務 71,761 71,919

その他 534,523 528,936

固定負債合計 15,365,539 14,981,663

負債合計 45,355,456 46,134,180

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,593,398 6,593,398

資本剰余金 5,414,745 5,414,745

利益剰余金 25,656,976 26,273,607

自己株式 △7,303,181 △7,305,473

株主資本合計 30,361,939 30,976,277

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △2,037,749 △2,043,116

繰延ヘッジ損益 15,115 7,972

為替換算調整勘定 △17,836 489,895

その他の包括利益累計額合計 △2,040,471 △1,545,248

少数株主持分 102,165 115,099

純資産合計 28,423,633 29,546,128

負債純資産合計 73,779,090 75,680,309
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 
【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年６月30日) 

売上高 11,700,828 13,460,154

売上原価 4,704,879 4,877,777

売上総利益 6,995,948 8,582,377

返品調整引当金戻入額 169,984 137,817

返品調整引当金繰入額 160,814 133,027

差引売上総利益 7,005,118 8,587,167

販売費及び一般管理費 6,652,608 7,178,733

営業利益 352,509 1,408,434

営業外収益   

受取利息 556 1,174

受取配当金 151,865 161,045

為替差益 4,030 73,523

その他 33,785 19,181

営業外収益合計 190,237 254,925

営業外費用   

支払利息 68,698 73,704

その他 16,435 9,879

営業外費用合計 85,133 83,583

経常利益 457,613 1,579,776

特別利益   

固定資産売却益 15,190 －

貸倒引当金戻入額 1,090 －

特別利益合計 16,280 －

特別損失   

固定資産除却損 982 13,315

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 63,834 －

災害による損失 － 18,297

特別損失合計 64,816 31,613

税金等調整前四半期純利益 409,076 1,548,163

法人税等 199,229 516,232

少数株主損益調整前四半期純利益 209,847 1,031,931

少数株主利益 － 1,768

四半期純利益 209,847 1,030,162
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【四半期連結包括利益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 209,847 1,031,931

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △682,639 △5,366

繰延ヘッジ損益 △42,110 △7,143

為替換算調整勘定 △27,914 518,897

その他の包括利益合計 △752,663 506,387

四半期包括利益 △542,815 1,538,318

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △542,815 1,525,385

少数株主に係る四半期包括利益 － 12,933
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当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のと

おりであります。  

  

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

  
当第１四半期連結累計期間 
（自 平成23年４月１日 
至 平成23年６月30日） 

税金費用の計算  税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。  

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自 平成23年４月１日 
至 平成23年６月30日） 

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

 当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度 
（平成23年３月31日） 

当第１四半期連結会計期間 
（平成23年６月30日） 

偶発債務  偶発債務 

ゼリア共済会(従業員)借入債務保証 

  千円262,733

ゼリア共済会(従業員)借入債務保証 

  千円262,792

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成23年４月１日 
至 平成23年６月30日） 

減価償却費 千円564,358

のれんの償却額 千円129,254

減価償却費 千円597,373

のれんの償却額 千円168,709
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Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

（１）配当金支払額 

 （２）基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間

末後となるもの。  

該当事項はありません。 

  

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30日） 

（１）配当金支払額 

 （２）基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間

末後となるもの。  

該当事項はありません。 

  

（株主資本等関係）

  
  （決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

１株当たり
 配当額(円) 

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日 

定時株主総会 
 普通株式  330,928  8.00 平成22年３月31日 平成22年６月30日  利益剰余金

  
  （決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

１株当たり
 配当額(円) 

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日 

定時株主総会 
 普通株式  413,531  10.00 平成23年３月31日 平成23年６月30日  利益剰余金
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Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日）  

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：千円）

 （注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理業及び不動産業

等の事業を含んでおります。 

    ２．セグメント利益の調整額△1,091,702千円は、主に報告セグメントに配分していない一般管理費等の

全社費用であります。 

    ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

  該当事項はありません。 

  

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年６月30日）  

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：千円）

 （注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理業及び不動産業

等の事業を含んでおります。 

    ２．セグメント利益の調整額 千円は、主に報告セグメントに配分していない一般管理費等の

全社費用であります。 

    ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

  該当事項はありません。 

  

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

  

報告セグメント
その他

（注）１
合計  

調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額

（注）３
医療用  

医薬品事業 

コンシュー
マーヘルス
ケア事業

計

売上高 

外部顧客への売上高

  

セグメント間の内部

売上高又は振替高  

  

 

  

  

7,015,659

－

  

  

4,636,873

24

  

  

11,652,532

24

  

  

48,295

75,692

  

 

 

  

11,700,828

75,716

  

  

 

  

－

△75,716

  

 

  

11,700,828

－

計   7,015,659 4,636,897 11,652,556  123,987  11,776,544   △75,716 11,700,828

セグメント利益   938,614 478,297 1,416,911  27,300   1,444,211  △1,091,702   352,509

  

報告セグメント
その他

（注）１
合計  

調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額

（注）３
医療用  

医薬品事業 

コンシュー
マーヘルス
ケア事業

計

売上高 

外部顧客への売上高

  

セグメント間の内部

売上高又は振替高  

  

 

  

  

7,981,541

－

  

  

5,424,809

27

  

  

13,406,351

27

  

  

53,803

87,245

  

 

 

  

13,460,154

87,272

  

  

 

  

－

△87,272

  

 

  

13,460,154

－

計   7,981,541 5,424,836 13,406,378  141,049  13,547,427   △87,272 13,460,154

セグメント利益   1,890,040 703,064 2,593,104  32,173   2,625,278  △1,216,843  1,408,434

△1,216,843
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当第１四半期連結会計期間（自平成23年４月１日 至平成23年６月30日） 

 該当事項はありません。 

  

  

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  

当第１四半期連結会計期間（自平成23年４月１日 至平成23年６月30日） 

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

  

（企業結合等関係）

（１株当たり情報）

  
前第１四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間
（自 平成23年４月１日 
至 平成23年６月30日） 

１株当たり四半期純利益金額 円 銭 5 7 円 銭 24 91

（算定上の基礎）     

四半期純利益金額（千円）  209,847  1,030,162

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円）  209,847  1,030,162

普通株式の期中平均株式数（株）  41,364,346  41,351,960

（重要な後発事象）

２【その他】
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該当事項はありません。 

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成23年８月12日

ゼリア新薬工業株式会社 

取締役会 御中 

有限責任 あずさ監査法人 

  
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員  公認会計士 若林 博史  印 

  
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員  公認会計士 内田 好久  印 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているゼリア新薬工業

株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日か

ら平成23年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。 

  

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

  

監査人の責任 

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。 

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

  

監査人の結論 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ゼリア新薬工業株式会社及び連結子会社の平成23年６月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。 

  

利害関係 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

 （注） １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

期報告書提出会社）が別途保管しております。 

 ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。 
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